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研究成果の概要（和文）：  

【はじめに】下垂体腺腫に CD133 陽性細胞が存在することを見出していたが、臨床サンプルを

用いて解析してみると、CD133 陽性細胞は非機能性下垂体腺腫に多い傾向にあった。また、CD133

陽性細胞は CD34, Nestin, VEGFR2 に共陽性を示すも、GFAP, S100 に対して陰性であった。一

方、Pit1,SF1,NeuroD1 の transcription factor は全てについて陰性であった。【結論】

CD133/CD34/VEGFR2 陽性細胞は骨髄から動員される circulating endothelial progenitor cell

の可能性があり腫瘍組織において新生血管に関与していると考えられていることより、われわ

れが発見した下垂体腺腫中の CD133 陽性細胞も新生血管に関与しているのではないかと考えら

れた。 

 
研究成果の概要（英文）：  

Stem-like cells in tumors are capable of self-renewal and pluri-differentiation; they 

are thought to play important roles in tumor initiation and maintenance.  Stem-like cells 

in malignant glioma express CD133.  We examined samples from human pituitary adenoma, 

a generally benign neoplasm, for CD133 expression using routine immunohistochemical and 

biochemical methods. 

Our study of 70 pituitary adenomas (clinically nonfunctioning adenomas and growth 

hormone-, prolactin-, adrenocorticotropic hormone-, and thyroid stimulating hormone 

producing adenomas) showed that 18 (25.7%) expressed CD133.  This rate was higher in 

clinically non-functioning (33.3%) than functioning adenomas (12.0%) (p =0.085).  

Real-time PCR assay revealed the expression of CD133 mRNA in samples 

immunohistochemically positive for CD133.  Neither the patient age and gender, nor the 

tumor size or postoperative recurrence rate correlated with CD133 positivity.  CD133+ 

cells ubiquitously coexpressed CD34, nestin, and VEGFR2 (KDL1).  S-100 and GFAP were not 

coexpressed with CD133.  Chromogranin A, Pit-1, SF-1, and NeuroD1 were immune-negative, 

indicating that CD133+ cells did not have the potential to differentiate into functional 

endocrine cells. 

Our data suggest that the expression of CD133 in pituitary adenomas is related to immature 
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endothelial progenitor cells that may play a role in the neovascularization of pituitary 

adenomas.  Further studies are needed to elucidate the significance of CD133+ cells with 

respect to neovascularization and their sustainable growth in pituitary adenomas. 
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１．研究開始当初の背景 

われわれは下垂体腺腫に CD133陽性細胞が存

在することを見出したが、CD133 陽性細胞の

存在意義については不明であった。 

２．研究の目的 

下垂体腺腫に発現している CD133陽性細胞の

存在意義を明らかにすることを目的とした。 

３．研究の方法 

臨床サンプルを用いたが、その内訳は非機能

性腺腫 45 例、GH 産生腺腫 12 例、PRL 産生腺

腫 9例、ACTH 産生腺腫 3例、TSH 産生腺腫 1

例である。これらについて多重免疫学的染色

による解析を行った。 

４．研究成果 

下 垂 体 腺 腫 中 の CD133 陽 性 細 胞 も

CD133/CD34/VEGFR2 陽性細胞として下垂体腺

腫に存在し、新生血管に関与しているのでは

ないかと考えられた。 

 

図－１ 

 
 

結果のまとめ 

下垂体腺腫に存在する CD133陽性細胞は血管

内皮に存在したり部分的に集族して存在す

るようであった（図１）。 

 

 

CD133 陽性細胞は全下垂腺腫の 25%に存在し

ていた。陽性群と陰性群に分けて比較してみ

たが年齢、男女比、増殖において差はなかっ

た。しかしながら、非機能下垂体腺腫におい

て陽性となる頻度がやや高い傾向があった。

（表 1） 

 

 
 
 



表―1 

 
 

下垂体腺腫における CD133 陽性細胞は、血管

新生にかかわっているのではないかという

仮説のもとに多重免疫染色をおこなった。そ

の結果、下垂体腺腫に発現している CD133 陽

性細胞は CD34 陽性、nestin 陽性、VEGFR2 陽

性であり、CD133 陽性細胞が endothelial 

progenitor として下垂体腺腫に存在してい

ることがうかがえた。 （図－2） 
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次いで、下垂体腺腫に発現する CD133 陽性細

胞と内分泌細胞への分化について解析した。 

下垂体腺腫に発現する CD133陽性細胞は下垂

体における内分泌細胞への分化を制御する

転 写 因 子 ( 今 回 の 実 験 で は Pit1, 

SF-1,NeuroD1 について解析)は陰性であった。 

また、chromograninA による染色も行ったが

陰性であり神経内分泌細胞への分化能もな

いことがうかがえた。 

 このことから、下垂体腺腫に発現している

CD133 陽性細胞は内分泌細胞への分化能は有

していないのではないと思われた（図―3）。 
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